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令和２年３月部長会議 会議録（要旨） 
 

◇日  時  令和２年２月26日（水） 午前８時35分から午前９時20分 

◇場  所  市役所第一庁舎５階 庁議室 

◇出 席 者  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、総務部長、企画政策部長、財政部長、地域・市民生

活部長、保健福祉部長、保健所長、こども未来部長、環境部長、商工観光部長、文化スポーツ振興

部長、農林部長、建設部長、都市整備部長、会計局長、教育次長（行政及び教育）、上下水道局長、

消防局長、議会事務局長、危機管理防災監、公有財産活用局長、市長公室長及び関係課職員 

◇会議内容 

＜市長あいさつ＞ 

・３月市議会定例会は明日27日に招集する。災害からの復旧・復興のほか、市政課題について、多くの質問が予

想されるので、部局間の連携を密に、円滑な議会運営となるよう、しっかりと対応をお願いする。また、答弁

については、簡潔でわかりやすい答弁になるよう心がけてもらいたい。 

・連日報道されているとおり、新型コロナウイルス感染症の終息の見通しが立っていない状況である。昨日は、

県内初の感染者が松本保健所管内で確認されたところであり、いつ市内で発生してもおかしくない環境にある

と思う。国では、不要不急の外出自粛やイベント開催の必要性を改めて検討するようメッセージが出されてい

るが、イベント等の開催については、一律の自粛要請を行うものではないとも通知されている。 

・イベントの開催については、まちの賑わいも考慮に入れながら、再検討する必要があると考えているが、まず

は、感染防止のため、国、県等関係機関と連携を取りながら、関係部局で連携して対応してもらいたい。 

・今年度も残すところ１か月余りとなった。各部局においては、今年度の締めくくりと同時に、新年度に向けた

準備を着実に進めてほしい。特に、災害対応等、例年と異なる業務が発生している部局においては、漏れのな

いよう確認をしっかりと行ってほしい。 

・最後に、事務の繁忙期に入るので、災害対応等も重なる中、新型コロナウイルス感染症の予防も含め、職員に

は、十分体調管理に心がけてもらいたい。 

 

 

１ 報告事項 

（１） 第 15 回全国市議会議長会研究フォーラム in 長野について(議会事務局) 

標記事項について、議会事務局長から報告を行った。（資料１参照） 
○質疑なし 

 

２ 協議事項  

(１) 長野市特定事業主行動計画について（総務部） 

標記事項について、総務部長から説明し、協議を行った。（資料２参照） 

○質疑 

〔企画政策部長〕行動計画の中に、多様な働き方の検討として、フレックスタイム制やテレワークの導入について

検討を進めるとあるが、今回の新型コロナウイルス感染症のような感染症の拡大防止のためにも有効と考えら

れるので、早急に進めてもらいたい。 

〔総務部長〕働き方改革の一環としても多様な働き方の検討を進めていきたい。 

〔副市長〕新型コロナウイルス感染症対策で民間企業では様々な勤務形態をとるところが出てきている。多様な働

き方が確保されていれば大規模感染症のような事態への対策にもなるので、民間企業における働き方も研究し

てもらいたい。 

○今後の方向性 
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原案を了承。 

 

(２) 長野市新型コロナウイルス感染症対策本部の設置について（総務部） 

標記事項について、危機管理防災監から説明し、協議を行った。 

○質疑なし 

○今後の方向性 

原案を了承。 

 

(３) 新型コロナウイルス感染症に係る市主催イベント・行事の開催方針について 

（総務部） 

標記事項について、危機管理防災監から説明し、協議を行った。（資料３参照） 

○質疑 

〔保健所長〕県の基準では、多数の参加者が集まる県主催のイベント・行事を一律に開催しないとのことのようだ

が、一律の中止が感染拡大にどの程度効果があるのか疑問である。イベント等の参加者一人ひとりの症状の有

無を会場に入る前にチェックできるものであれば、中止や延期にしなくてもよいのではないか。ただし、不特

定多数が参加するイベント・行事では参加者の状況確認が困難である上、後日参加者に感染が確認された場合、

他の参加者の把握・追跡ができないため、そのようなものは中止等が適当と考える。 

〔市長〕不特定多数の者が参加するものは参加者を追跡できないので中止や延期もやむを得ないが、全ての参加者

が把握でき、健康状態を確認した上で参加させるような会合は中止する必要はないと考える。 

〔副市長〕参加者が不特定多数かどうかによって対応が分かれてよいのではないか。 

〔市長〕イベント・行事の開催については、感染拡大のリスクの大小の観点から、市民に正確で分かりやすい情報

提供をしていきたい。 

〔教育長〕教育委員会では、今年度の学校の卒業式は参加者を少なくして実施する方向で検討している。不特定多

数の者が参加する行事に該当するかどうかの判断基準を明確にしてほしい。 

〔保健所長〕卒業生の家族・親族まで出席するならば不特定多数と判断してよいのではないか。しかし、参加者を

事前に登録してもらい、出席者が特定できる状態で開催するという方法も考えられる。 

〔商工観光部長〕現在、表参道イルミネーションを開催しているが、閉鎖空間でないことから、今後も中止する予

定はない。県の基準をそのまま適用すると表参道イルミネーションも中止しなければならなくなる。 

〔保健所長〕国の基本方針では、会場の状況等を踏まえてイベント等の開催について検討するよう要請されている

ので、現時点で屋外イベントは問題ないのではないか。県の基準はやや丁寧さに欠ける気がする。 

〔市長〕イベント・行事の開催方針については、本日の午後開催する新型コロナウイルス感染症対策本部会議にお

いて改めて協議することとする。 

○今後の方向性 

長野市新型コロナウイルス感染症対策本部会議において再度協議することとした。 

 

３ その他  

(１) 野生イノシシの豚熱検査結果について（農林部） 

標記事項について、農林部長から説明を行った。（資料４参照） 

○質疑 

〔地域・市民生活部長〕感染した野生イノシシが捕獲された地区名は公表されているのか。 

〔農林部長〕公表している。 

 

以上 


